
H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
歳入 4,559,725 5,416,269 4,674,776 4,441,925 4,720,277 4,955,655 5,424,209
村債 482,700 665,400 401,100 196,000 192,600 160,000 533,300
差引き① 4,077,025 4,750,869 4,273,676 4,245,925 4,527,677 4,795,655 4,890,909
歳出 4,244,290 5,121,053 4,427,843 4,177,710 4,421,496 4,539,261 5,033,888
公債費 524,419 794,261 573,585 536,274 462,050 570,383 520,498
差引き② 3,719,871 4,326,792 3,854,258 3,641,436 3,959,446 3,968,878 4,513,390
ＰＢ①－② 357,154 424,077 419,418 604,489 568,231 826,777 377,519
　＊　ＰＢ算出方法　（歳入-村債収入）－（歳出-公債費）

南箕輪村一般会計におけるプライマリーバランス

■プライマリーバランス（基礎的財政収支）とは
　政策的な支出を新たな借金に頼らずにその年度の税収等で賄われてい
るかどうか、子どもや孫の世代に負担を先送りしているかどうかを示す指
標です。具体的には、歳入から村債発行額を引いた金額と、歳出から公
債費（村債の元利償還金）を引いた金額の差で、基礎的な財政収支のこ
とをいいます。黒字の場合は、公債費以外の歳出を村債以外の歳入で
賄っていることとなり、村債の残高も過大に増えず健全な状態です。一方
赤字の場合は、公債費以外の歳出について、村債を発行しなければ賄え
ず、将来の世代に負担を先送りしている状態で、村債の残高も増えること
になります。

■南箕輪村の特徴
　本村のプライマリーバランスは、黒字となっています。今後とも、行財政
改革に基づきムダな事業を省き、借金に頼らない健全財政運営に努めて
いきます。

(単位：千円）
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